資料１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年1月19日

「ふくしま農商工連携マーケター養成事業」研修終了報告作成アンケート集計
（回答数　：　４１）
●質問１．あなたが受講された全カリキュラムの中で、勉強になった（印象に残った）と思う講義（ＲＰ含む）・実地研修を、順に５つ挙げてください。
注：全３５講義中、各受講者が出席した範囲での回答ですので、講師の質や講義内容の優劣を表すものではありません。
	№
	研修テーマ・内　容
	講　師
	回答者数

（名）

	1
	サポーターのためのコミュニケーションスキル
	福島大学

白石豊教授
	２１

	2
	地元学と地域復興
	地元学ネットワーク
主宰　吉本哲郎
	２１

	3
	ＲＰ　広域商圏における仮想市場調査ロールプレイング
	福島大学

西川和明教授
	１８

	4
	農主体実地研修
ヴィラいなわしろ
	山際博美
	１６

	5
	商品開発と事業計画の立て方
	ビジネスプロデューサー
内田研一
	１２


＜ご意見（任意）＞
・ブレインストーミングや、ＳＷＯＴ分析をまとめる技術を増やして欲しいです。

・すべて有意義な講義でした。６次化までのシステム作りの講義を入れて欲しいです（抽象的で実現までは難しい）。

・ワークショップの時間を延長願います。


・農商工連携、6次産業化のスペシャリスト養成としては、農の分野について手薄の感じがした。各講師は「農はやる気がない」と評論していたが、ならば農をどうするかという論議、例えば、農の経験のない人たちで農を経営する、などという考えも出してくれれば、と感じた。
●質問２．あなたが受講された全カリキュラムの中で、もう一度、受けてみたいと講義（ＲＰ含む）・実地研修を、５つ挙げてください。
注：全３５講義中、各受講者が出席した範囲での回答ですので、講師の質や講義内容の優劣を表すものではありません。
	№
	研修テーマ・内　容
	講　師
	回答者数

（名）

	1
	サポーターのためのコミュニケーションスキル
	福島大学

白石豊教授
	１６

	2
	広域商圏における仮想市場調査ロールプレイング
	福島大学

西川和明教授
	１３

	3
	地元学と地域復興
	地元学ネットワーク

主宰　吉本哲郎
	１０

	4
	ＩＴへの挑戦
	石山城プランニングオフィス

代表　石山城
	１０

	5
	商品開発と事業計画の立て方
	ビジネスプロデューサー
内田研一
	９


＜ご意見（任意）＞
・出席はできませんでしたが、白石豊教授の講義、「販売開拓　農産物のブランド化における知財産戦略」について、受講したいと思いました。
・聞きっぱなしでは実効が発現しないので、
　プラン・ドウ・チェックを繰り返したい。
・受講したテーマの続きを期待したい。

●質問３．今後、同様の研修事業があれば、あなたが受講したい分野や講義（ＲＰ含む）・実地研修を、５つ挙げてください。
	№
	研修テーマ・分野
	回答件数

（件）

	1
	事例研究
	１２

	2
	実地研修・視察
	７

	3
	商品開発
	７

	4
	ＩＴ
	５

	5
	ブランド戦略
	４


○事例研究
　・桑折町の軽トラ市のプロデュース、ホタピーの活用
・子・孫に食べさせたい米作り（古川勝幸・郡山）

・持続可能な農業にむけて（山形ガールズファーム　代表取締役　高橋菜穂子）

・食品への思い（福島徹）

・出口販売で対策が上手くいっているような事例の講義や研修
○実地研修・視察
・アグロイノベーション視察
・体験型農家レストラン
・小規模加工所
・実地研修　○○村おかあちゃん達の挑戦
○商品開発
　・バイヤーから見る商品開発
　・商品バイヤーが求める商品、食材とは
　・魅力ある商品、パッケージづくり
　・商品企画から開発・販売まで
○ＩＴ
　・小さな農家とクラウド
　・情報発信、WEBからSNS
　・ITを活用した市場戦略について（石山城）
　・トレーサビリティの詳細
○ブランド戦略
　・ブランディング（本田勝之助）

　・地域産品の販売・ブランド戦略（商品開発におけるブランド戦略実践者）

　・農産物のブランド化（商品開発におけるブランド戦略実践者）
●質問４．本研修を通して学んだこと、身についたこと、成果などを記述してください。
　・農商工連携の基礎的なことが身に付きました。実務につなげていけるにはまだまだですので　具体的な手法やノウハウについてさらに学んでいきたいです。
・ダーマ㈱の結城さんにお世話になり、高速PAエリアでの出展が実現した。自社製品の都市部における評価、そして福島に対する思いを、身をもって体験することができ、生きた講座となった（認定証は逃したが）。
・今回参加された方々とのつながりが一番良かった、売れる商品を作る楽しみや、方法などが身に付いた。

　・多才な講師の先生方から多様な切り口で農商工連携による商品・事業化への取組みへ必要な知識、考え方、実例を学び、また多くの受講仲間との交流・実践活動から熱意を頂きました。

　・6次化を１次産業中心に考える考え方からパラダイムの転換
・研修に参加後、別の研修に参加して気付いたことですが、本研修に参加したおかげで、事業等に着手する際の考え方、ワークショップでの進め方や考え方、さらには、事業に着手する際の考え方など、今までより広く深く物事を見る力が付いた気がします。

　・多くの受講生と知り合えていろんな考え方や、いろんな事例を知ることができ、これらの絆を大事にし、研修内容を、地域に還元したいと思いました。
　・多くのアイディアを得ることができましたので、地域にて６次化等を進める事業を展開していきたいと思います。
　・商品開発から販売戦略までの基礎知識の習得と共に、講師や研修参加者の方々との新たな人脈を得られたことが最大の成果です。
　・商品開発のシミュレーションで各受講生が考えている事をまとめて事業化していくワークショップが体験できて、面白みがありました。
　・今まで知らなかった経営の視点や発想方法などとても勉強になりました。いろんな立場の方々と知り合うことができ、視野を広く持つことの大切さを痛感しました。フェイスブックへの参加の機会を得た。
　・福島大学経済経営学類西川教授の講義での様々な事例紹介を通して、福島の地域産業を活性化していくために必要なのは、実践者となる福島県民の行動力、発想力ではないかということに思い至った。そのために何をすべきかについて考えていく必要があると感じた。
　・役人の話からメンタル面、実地研修まで総合的な知識を習得できました。実際のプロジェクト推進に役立てていきたいと思います。
　・地域活性、観光カリスマなどの受講をしてきたが、６次化（農商工）について幅広く勉強出来たことはとてもよかった。意見を合わせ一つの結果を出す事が、今の仕事では無いので新鮮に感じた。
・これまで知らなかった６次化について学ぶことができた。

・異業種の方とのコミュニケーション

・普段、話す機会のない農業関連の方々とのグループワークは、「農作物に対する新しい知識」、「福島県農業の置かれている状況」など、非常に勉強になりました。また、事業計画策定方法などの研修で自分の仕事にも生かせる知識も身につけることが出来ました。
　・個人では企画、見学のできない現場に触れることができた。

　・なかなか体系的な研修ができないなか、この機会を通じて目を開かせていただいた。

　・実際にその事業に携わっている方の話は、説得力があり心に響いた。

　・福島の今の現実をしっかりと受け止め、これからますます厳しさを増す風評被害と闘いながらそれらを払拭するため、前向きに取り組んでいきたい。
　・商品開発、販路開拓、ビジネスプラン作成、ＪＡＳ法に適した一括表示、プレゼンテーションの能力が身についた。
・自分のところで実践、活用できる内容が多くあり、有効に使っていきたい。
・こんなことをやりたいとイメージ（思い）はあっても、それを具体的に計画し、事業として進むには多くのプロセスがあるんだと分かった。

・原発事故のとらえ方、県外から見た福島県など、狭くなりがちな視野を広く保つことができた。

・マーケティングリサーチ

・人前で自分の意見を述べる機会が少ない中、学んだことをまとめ、発表することは大変でしたが、とても勉強になりました。

・成果として、農業経営（ぶどうの栽培）に着手した。

・行動を起こしている人こそ成功があるということ。

・農商工連携の重要性を再認識し、企画し支援の機会を模索していく所存です。

・全体として農商工連携の概要、商品開発等についての基礎については理解できたと思う。
●質問５．本研修に参加した感想
＜評価目安＞　５＝とてもよかった　４＝どちらかといえばよかった　３＝ふつう
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２＝どちらかといえば悪い　　１＝とても悪い
●質問６．もっと知りたかったこと、新たに興味を持ったことなどについて、記入してください。
　・経営や商品開発の具体的なノウハウについて。農業資源の活用について。商品開発の具体的な手法について。
　・当初予定されていた内容に聞きたい内容が多かったように思う。震災などの影響で仕方なかったとは思うが。
　・「農」サイドの現場からの話を聞きたかった。特に実践されている方。
　・これからの福島県をどうやって盛りたてていけるのか、新たに興味を持った。

　・商品化に至る、必要な情報や手順にそった講義、必須の法律、支援制度等。
　・福島の元もと持っていた「安全・安心」という基盤を失って、ここをどう立て直していくのか!
　・一番初心者にむずかしい出口対策。（ターゲッティング、マーケティング?（理屈はわかるが？）
　・ソーシャルネットワーキングビジネスに関して、スキルが殆ど修得できていない。
　・第16回研修の「人と組織」において触れられた「プロセスコンサルテーション」について、特に興味をそそられた。
　・ＩＴを駆使すること・できるようになることまたこれらの広がりについて学ぶこと。
　・研修の始めの部分に自己紹介の時間がありましたが、中間で慣れたころに再度行うのも良いと思います。
　・より実践的なコミュニケーションスキルとビジネスプランまでに必要なものなど、実際に起業するのに必要なものを知りたくなった。ビジネスアイディアを出して、それをどのように具体化し、そして、業を起こす。これをコーディネートするために、必要なスキルを知りたくなった。
　・ＩＴの実技があればなお、わかりやすい。
　・福島には多様で良質な農林水産物が有りながら、福島の食品産業や加工品開発は、なぜ他県と比べて遅れているのか、劣っているのかを多角的に知りたいと強く思うようになりました。
　・ＩＴによる情報発信の研修で、フェイスブックとツイッターの利用についてでしたが、内容が流れすぎていると思います。HPやブログとの併用を指導して頂けると善かったと思います。
・連携による会社運営

・商品PR

・実地研修において生産者の方々の取り組みを知ることができ良かったと思う。ただ単に生産だけしているのではないという事。

・農作物の栽培方法、加工方法など、農業の基本が分からないので、このあたりを新たにもっと知りたくなりました。何かを事業化するにあたっても、その知識がないと他業種との組み合わせを考えるベースにならないと思うので。
・ブレインストーミングの技術。

・ＳＷＯＴ分析の技術。

・福島で成功した６次化の事業について具体的に話を聞きたかった。

・６次化へのビジネスプラン策定を、もう少し体系的に深く学習していきたい。

・コミュニケーションスキルの分野は新鮮でした。

・放射能とのかかわりについて

・地元学という新分野

・人に伝わる話し方（発表能力）

・地域資源を活かしたいのなら、一人（会社）だけで抱え込まないというのを前提に、人との交流を大切にして話をしてみる、動くというのを、各先生や受講生から学べました。また、中小企業対象（零細）の事例話、生き残る秘訣をもっと知りたい。

・受講生の起業の想いと展開のあり様を現実的にもっと深く知り、支援を受けたい人、支援したい人をマッチングしたかった。

・基礎はおおむね理解できたと思うので、今後はさらにスキルアップを目指したい。

●質問７．事務局の対応についてご回答ください。
＜評価目安＞　５＝とてもよい
　４＝どちらかといえばよい　　３＝普通
２＝どちらかといえば悪い　　１＝とても悪い
＊事務局について意見
　・あまり手取り足取りではなく、ほどよい距離感で、居心地良く過ごすことができました。
　・充実した内容だった思います。
　・対応さらに議事録等がよくまとめられていて参考になりました。聞きっぱなしになりがちですけどフィードバックするにも大変重宝しました
　・各回研修において、適切かつ柔軟な対応をして頂き大変有難うございました。

　・トップの熱さにいいスタッフが集まり、質の高い仕事がなされていると感じた。細かいことは抜きにして・・・。
　・長期にわたり色々な講義を組んでいただきありがとうございました。すべて参加することができませんでしたが大変有意義でした。今後とも情報などがあればよろしくお願いします。

　・講師、テーマの設定から実地研修のスケジュール作成・手配など大変ご苦労があったことと存じます。ありがとうございました。

　・大学教授の研究者と現場を知る実業者のバランス良く講義が組んであり、毎回楽しみに参加させてもらいました。欠席した際でも、ＨＰに講義の概要を載せてくれるなど、きめ細かな対応をしていただくなど、参加者への配慮など気遣いが感じられました。また、個人的には、現地研修場所を間違えて遅刻した際など、細かな対応をしていただいたこと、遅くなりましたが、ありがとうございました。

　・東日本大震災後、このような企画があり、前向きになれた参加者は数多くいたものと思います。次年度についても、何らかの形でも継続していただけるとありがたいと思います。なお、実施の際は、試験的に「郡山市」で、複数講座を実施していただければ、より参加しやすい環境になるのではないでしょうか。また、首都圏で主催イベントを実施されるのはいかがでしょうか。
　・組織がどうしたいのか、１人・１人のポジショニングが機能していて組織の素晴らしさを感じました。
　・毎回親身になって対応して頂き、感謝しています。また同様のイベントおよび研修があれば参加したいと思います。

　・余裕を持って次回の研修案内を頂いたのはとても良かったです。いろいろな個性を持つ受講生を、良くまとめて頂いたと感謝しております。

　・情熱的で行動力ある事務局さんでした。また機会があればプログラムに参加させてください。
・いろいろと工夫しているのがよくわかり、感心させられました。

　・事務局の皆さんの一生懸命で暖かみのある研修運営、フォローがあったからこそ、今回の研修が快適で有意義なものになったと思います。
　・商品開発について一から勉強できた事はとても有意義でした。キャンプ場の早い開業と新果物の生産開発、地域活性に研修で学んだ事を活用し来年度は進めていきたいと思いますので、情報発信と受講生間の橋渡しを此からもお願い致します。
　・新しい分野への取り組み（講座）ということで、ご苦労が多かったと思いますが、皆様のおかげで、楽しく研修を受けることが出来ました

　・東京市場調査の際に、デジタルデータへの対応がバラバラだった。班内に未経験の方がおられたため、二人分を対応することとなりました。あらかじめわかっていれば、もっとスムーズに対応できました。

　・遅刻した際、いつも親切に案内して頂き恐縮でした。講義後の懇親会のセッティングもうれしかったです。忘れ物、落し物にも対応して頂き、助かりました。

　・石山さんをはじめとし、事務局一人一人の方々が受講生一人一人に対してとても親切に親しみやすく対応して下さっておりました。スムーズな運営でしたし、配慮している姿も数々見受けられました。

●質問８．全体を通しての感想など
・今回のネットワークが福島の農を元気にしていってくれたら，と思います。震災・原発事故に負けずに頑張っていきたいです。

・講師の先生によって差はありますが全体的に内容の濃い研修事業だったと感じています。
・残念ながら、講義内容によっては、溢れるばかりのうわべだけの情報をながすだけで内容理解や役立てに繋がらない講義もあり、残念でした。また、ロールプレイングの講義はまったく役に立ちませんでした。ただし、現地での研修メンバーの皆さんとの交流だけは大きな成果でした。
・たいへん有意義な企画でした。まだまだ先の見えない福島県ではありますが、復興に向け頑張ってまいりましょう。
・今回の研修では、多くの気付きと人脈を得ることが出来、有意義なものでした。
・特にジャパンマルシェ参画・夜の企画は大変良かったです。石山代取のプレゼンも意識高揚には無くてはなりませんがみんなで支えるというか懇親会は垣根を超える意味でもいい潤滑油だと感じました。よ。
・盛りだくさんの講座でした。実践につなげられるよう、サポートしていきたいと思います。

・開講当初、全講義の出席を約束していながら、実地研修に参加できなかったことが悔やまれます。しかし、新たな人間関係を築くことができたり、自分の知識を増やしたり非常に有意義な研修となりました。・連携や6次産業化の困難さ、起業することへの気力の充実の必要性を非常に感じました。起業までにつなげるには、非常に高い壁があり、そこをクリアしてきた方々に共通するものは、バイタリティー（コミュニケーション力）と気力の充実（溢れる精気）を感じました。今年は、自分自身、完全な震災心理のなかで、最初はやらなければと思っていたが、思うように行かず、知らず知らずのうちに意気消沈し、気力がついていけない状態になってしまいました。そんななかで、今回の研修も途中で正直、止めようかと思いましたが、とりあえず参加し続けました。知らない人と出会い、話をすることで、一時の気力の充実を得られることができました。一喜一憂が続く感じの日々を過ごしていますが、何とか気力が戻ってくるのを待って、今回の研修で知ったことを深めていけたらと思っています。
・研修日程が、後半に仕事と重なり、欠席が多かったが、全体にバランスのよい研修内容であったと思う。

・今回の研修で、学ぶ事の楽しさを再認識しました。これからも学ぶ事、伝える事に対して貪欲に取り組んで行きたいと思います。
・農商工、と一人では今まで体験、勉強できなかった部分が今回の研修を通じて学ぶことができた。

・魅力的な講義が目白押しだったのですが、農業もお客様商売になると、どうしても週末が忙しくなり残念ながらあまり参加できませんでした。ワークシート的なものは本当にもっとやりたかったです。事業の立ち上げ方やマーケティングのことはもっと勉強したかったです。

・週末ではなく平日の夜なども講義があると受けられたのかも知れません。
・業務や地域の活動を踏まえた場合、やはり土曜日という日程は正解。

・事務局が福島市にあるので、会場が遠かった。浅川町から100km、2時間30分は、長いときもあり、短いときもあった。多くの仲間ができたこともうれしいことでした。

・新しいことに挑戦することは、年齢に関係ない、ということを実証できたと思います。

・カリキュラムが長い期間の設定で、また県外研修や実地研修の土日利用は、子どもの行事や業務の都合で参加できず、最終的に終了することができませんでした。残念です。
・（教養としての研修でなく）更に実務的・実際的な内容としてはどうか。

平均：4.6
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